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平成１７年度

私立短大就職担当者研修会

実施要領

主催・財団法人私学研修福祉会　　協力・日本私立短期大学協会



理 事 長 殿

学 長 殿

就職担当者 殿

教 職 員 殿

 会　 長 川　並　弘　昭

 委員長 山　田　敏　之

　　　　平成１７年度「私立短大就職担当者研修会」開催について（通知）

　　標記の研修会を別紙実施要領の通り、来る９月７日（水） ～ ９日（金） の３日間、 大阪市所在の

「大阪ガーデンパレス 」 を会場として開催いたします。

　　学務ご多忙の折柄とは存じますが、 貴学就職担当者並びに関係教職員の方々のご参加を賜り

たく、 ご通知申しあげます。

◎ 同封書類

1.　平成１７年度私立短大就職担当者研修会実施要領

2.　研修会参加申込書

3.　参加費振込み用紙（４枚綴り）

短大協発第１７０６１号

日 本 私 立 短 期 大 学 協 会

就 職 問 題 委 員 会

参加申込み締切り期日　　平成１７年７月１５日（金）

平 成 １ ７ 年 ６ 月 ２ ４ 日



研修会の目的

　刻々移り変わる社会に正しく学生を送り出すために私たちは今何を為す

べきか。 折も折、 本年度から私ども私立短期大学に属する教職員は <第

三者評価 (認証評価) > という名の下に自らの組織を見直すことが義務づ

けられることになった。

　本研修会は、 いわば <認証評価> 元年の年にあって、 これまでの教育

内容を見直し、 次世代を担う役割を再構築し、 いかにして学生の就職問

題について仕切り直しをするべきか、 そのことを念頭に関連項目を考える

ことにした。

私たち就職支援に携わる者にとって <認証評価> とは何であるか。 まず

このことを共通のテーマにしたい。 さらに刻々変化する社会情勢に対応し

ている企業が、 高等教育に何を求めているのか、 本音の議論を交換した

い。

さらにまた、<学力低下> ということが、 まるで当然の認識のように取り沙

汰される今日、 短大生の <学力> はどのようなところにあって、 どのように

評価されて、 今後どのようなところに向かうべきなのかについて、 総合的

に検討を加えたい。

以上の事柄を率直に議論しつつ、 その成果を共有することによって、

短期大学の教育内容をより高め、 学生たちの社会化を内側から強めてい

く方法を創意工夫することにしたい。



実施要領

■ 開催期日 平成１７年９月７日（水）～９日（金）の３日間

■ 会　　　場 大阪市 「大阪ガーデンパレス」 <後掲案内図参照>

　〒５３２-０００４　大阪市淀川区西宮原 １ - ３ - ３５

電話 ０６ （６３９６） ６２１１

■ 参加資格 私立短期大学の理事長・学長・就職担当者並びに研修内容に関心を

もたれている教職員の方々で、定員３００名に達し次第 締切ります。

■ 参加経費 全日程で１人 ２９，０００円  （参加費、昼食代、懇談会費、コーヒー代を含む）

■ 宿　　　泊 本研修会参加に伴う宿泊については、 各自ご手配ください。

『大阪ガーデンパレス』 に宿泊を希望される場合は、 必ず　「私立短大

就職担当者研修会に参加」　と申し添えて、直接、電話にて宿泊フロント

にお申し込みください。 なお、 室数に限りがありますので、 お早めに

ご連絡ください。　

「大阪ガーデンパレス」 電話　06（6396）6211

<宿泊料金> ＊シングルルーム（税込み・朝食別） ６，３００円

＊デラックスシングルルーム（税込み・朝食別） ７，０００円

＊ツインルーム（税込み・朝食別）

２人で使用 １１，６００円

１人で使用 ７，６００円

※朝食１,０００円（税込み）

■ そ の 他 （１） 研修会第１日（９月７日）の研修後、午後６時より、「情報交換懇談会」

 を行います。翌日のグループ討議のための顔合せを兼ねて行いますので

 全員ご出席くださいますようお願いいたします。

（２）研修会第２日（９月２日）のグループ討議は、 ①「企業」 グループ　・

 ②「幼 ・保等」 グループ　・　③「初任者」グループに分かれて行います。

 所属を希望されるグループ名を参加申込書にてお知らせください。

　なお、運営委員会にて、必要に応じ、それぞれのグループを小グループ

 に分けます。　予めご承知おきください。

（３） 会期中の研修会場内は禁煙にさせていただきます。



日程

第１日・９月７日（水） 第２日・９月８日（木） 第３日・９月９日（金）

9:00 9:00

11:45
閉 会 挨 拶

12:00

開 会 挨 拶
オリエンテーション

講  演 Ⅰ

2:45
休　憩

2:10

調査報告

講  演 Ⅲ

1:00

3:30

3:00

講  演 Ⅱ

講  演 Ⅳ

グループ討議
9:30

休憩（コーヒータイム）

グループ討議

11:00

10:00

11:00

5:00

3:00

2:00

4:00

12:00

1:00

1:20

8:00

6:00

情報交換懇談会

5:15

会場設営・休憩

昼食・休憩受　　付

12:00



研修内容

〔９月７日・水〕

■ 講演Ⅰ・就職担当者に向けて

就職担当者が知っておきたい 「第三者評価」

　湘北短期大学 学長

　就職問題委員会 委員長

■ 調査報告 「平成16年度私立短大卒業生の卒業後の状況調査」報告

　就職問題委員会 委員 五　味　敏　雄　委員

高　田　　　 茂　委員

大　橋　市次郎 委員

岩　井　絹　江　委員

■ 講演Ⅱ・採用者側から短大に向けて

短大生に求めるもの

　株式会社 ミキハウス 人事部マネージャー 辻　　　　　  寛　氏

　日本生命保険相互会社　人事部本店人事課長 大　神　哲　明　氏

　学校法人あけぼの学院 立花愛の薗幼稚園園長 濱　名　　　 浩　氏

〔９月８日・木〕

■ グループ討議 学生に対する就職指導・進路支援のあり方について

　（１） 変化する企業動向をいかに学生に伝えていくか

　（２） 学生の社会人としての自覚をいかに高めるか

　（３） 教職員は日常的に学生にいかに接するべきか

<グループ編成>

 ① 【 企   業 】　求人情報入手からキャリア教育推進、各種ガイダンス・
　 セミナー、 カウンセリング等、就職支援全般について
　 情報交換を行います。

 ② 【幼・保等】　幼稚園教諭及び保育士養成関係学科を設置する短大
   のグループで、始めに各短大の取り組みを発表し合い、
　 その後各グループに分かれて情報交換を行います。

 ③ 【 初任者 】　就職指導経験の浅い担当者を対象としたグループで、
　 就職支援業務の基礎全般を相互確認した後、各短大
　 の現状を発表し合い、情報交換を行いながら、関連知
　 識とスキルの向上を目指します。

山　 田　敏　之　氏



〔９月９日・金〕

■ 講演Ⅲ・ジャーナリストから短大に向けて

２０歳の学力とハローワーク

　毎日新聞社 編集局学芸部編集委員 荻　野　祥　三　氏

　　荻野祥三 （おぎの・しょうぞう) 氏 プロフィール

　　　1946年　東京生まれ。早稲田大学政経学部卒業。

　　　1970年　毎日新聞入社、長野支局に配属。

　　　1973年～77年　東京本社社会部で長期連載「子どもの森」を主に担当。

　　　 取材チームの共著として、学習塾ブームの実態を伝える

　　　「乱塾時代」を出版。

　　　1977年　東京本社学芸部で教育担当。

　　　1998年７月より夕刊にコラム「ブロードキャスト」を連載中。

　　　2004年４月から青山学院女子短期大学国文学科講師として週一回、

　　　　　ジャーナリズム論を担当。

■ 講演Ⅳ・短大生の就職問題に向けて

短大生の学力とは ／ ＜ことばの力＞が自分を育てる

　青山学院女子短期大学 教授

　就職問題委員会 副委員長
栗　坪　良　樹  氏



平成１７年度　運営委員　（指導員）

山 田 敏 之 　　　湘北短期大学　学長　（委員長）

栗 坪 良 樹 　　　青山学院女子短期大学　教授　（副委員長）

小 竹 廣 信 　　　札幌大谷短期大学　学生課就職担当員

千 葉 弘 明 　　　八戸短期大学　助教授

大橋市次郎 　　　浦和大学短期大学部　学生・就職課長

高 田 茂 　　　聖徳大学短期大学部　キャリア支援室長

吉 村 香 　　　千葉経済大学短期大学部　専任講師

五 味 敏 雄 　　　亜細亜大学短期大学部　キャリアセンター課長

橋 本 良 信 　　　共立女子短期大学　就職進路統括課長

岩 井 絹 江 　　　東京家政大学短期大学部　進路支援センター次長

吉 田 和 代 　　　文化女子大学短期大学部　就職相談室課長補佐

鈴 木 匠 　　　目白大学短期大学部　進路指導課長

大 橋 敦 子 　　　立教女学院短期大学　学生・就職課員

羽 場 隆 雄 　　　名古屋女子大学短期大学部　学生支援センター専門員

安 田 猛 　　　関西外国語大学短期大学部　キャリアセンター事務部長

（順不同・敬称略）



参加申込み等

■ 申込み方法 消費税法との関連により、参加申込書は日本私立短期大学協会あてご

送付願いますが、参加費の納入は所定の銀行振込み用紙（4枚綴り）に

より、財団法人私学研修福祉会あてご送金ください。

■ 参加費の納入先 　（財）私学研修福祉会〔短大口〕

　銀行口座　みずほ銀行　市ヶ谷支店　

普通預金 207-1365150

■ 申込書の送り先 　〒102-0073

　東京都千代田区九段北４-2-25（私学会館 別館6階）

　日本私立短期大学協会　就職研修会 係

■ 納入について ・参加者が複数の場合は一括して、前記の指定口座にお振込みください。

　現金書留郵便や現金持参による納入はご遠慮ください。

・｢振込金領収書」をもって、本研修会の参加費領収書に代えさせていた

　だきます。日本私立短期大学協会からの領収書は発行しません。

・一度納入された参加費は原則として返還いたしません。

・参加費は消費税分を含んでおりますので、税額控除の対象となります。

　振込領収書は大切に保存（７年間）してください。

■ 申込みに際して 研修会参加申込みは、同封の「研修会参加申込書」に所要事項を記入

し、裏面に参加費の ｢振込金受取書」（振込み用紙４枚目） を貼付して

ください。

⇒ 従って、申込みは次の順序となります。

①（財）私学研修福祉会へ ②日本私立短期大学協会へ

振込金受取書を貼付して

受　　付

※事前の連絡なしに、ＦＡＸで申込書を送られても受付はされません。

　参加申込み締切り期日 平成１７年７月１５日（金）

＊　ご質問、お問合わせは日本私立短期大学協会事務局（中澤）まで。  ＴＥＬ　03-3261-9055

 ＦＡＸ　03-3263-6950

参加費の納入 申込書の送付





　　　平成17年度私立短大就職担当者研修会参加申込書

<締切り期日：７月15日・金>
都道府県名 整理番号

※

短期大学名
※の欄は記入しないでください。

所属部署名

連絡先（電 話）

 　〃   （ＦＡＸ）
※ご連絡させていただくこともありますので、必ずご記入ください。

経験年数

回

回

回

専任 兼任 女子 男子

名 名 名 名

◎参加者名簿作成のため、必ずすべてにご記入ください。

【記入上の注意】

１．｢経験年数」欄は、就職業務に携わった年数をご記入ください。

２．「研修会参加回数」欄は、今までに本研修会に参加された回数をご記入ください。

　初めての方は、｢初」とご記入ください。

３．｢グループ討議｣欄には、<企業> ・ <幼・保等> ・ <初任者> の中から、所属を希望される欄に必ず

　○印をつけてください。　　なお、グループ分けは、運営委員会にて行います。 予めご了承ください。　

４．｢平成18年３月卒業予定者数」欄は、各学科の合計数をご記入ください。

５．｢設置学科｣欄は、全学科（専攻科、別科は除く）をご記入ください。

６．裏面に必ず｢振込金受取書｣（振込み用紙４枚目）を貼付してください。

７．その外、連絡事項がありましたら、裏面の｢通信欄」にご記入ください。

〔送付先〕

102-0073 東京都千代田区九段北４-２-２５　　（私学会館別館６階）

日本私立短期大学協会　｢就職研修会」　係

参加者氏名 学内職名

就職事務担当者数 平成18年3月卒業予定者数

幼・保等

設置学科

本研修会
参加回数 企業

グループ討議

初任者

（おもて）
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